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Summary 

In this study, three experiments were performed in order to investigate the effect 
of ornamental foliage plants on visual fatigue caused by visual display terminal 
operation. Visual fatigue was evaluated as critical flicker fusion frequency (CFF). 
Four students served as subjects in each experiment. 

The experiment (1) was carried out to examine the reduction of visual fatigue by 
viewing plants during visual display terminal operation. As the results, the CFF of 
the subjects in case of viewing plants was higher than that in case of viewing no 
plant. Especially, the difference of the CFF of the subject A was 9.3%. 

The experiment (2) was carried out to examine the recovery of visual fatigue by 
viewing plants after visual display terminal operation. As the results, the CFF of 
the three subjects except A increased in case of viewing plants and decreasedin case 
of viewing no plant. The differences of the CFF of the subjects B and D were 4.6% 
and 3.6% respectively. 

The experiment (3) was carried out to determine whether difference in kinds of 
plants could bring about difference of the recovery of visual fatigue. As the results, 
average of the CFF of the subjects in case of viewing Schefflera arboricola "Hong 
Kong", Cupressus macrocarpa "Gold Crest" and no plant decreased by 2.7%, 3.1% 
and 6.0% respectively, while average of the CFF of the subjects in case of viewing 
Dracaena fragrans "Massangeana" showed an increase of 0.6%.

緒 　 　言

近年,オ フィスでの事務 や大学での研究な どにパ ソコンやワープロは必要不可欠 とな り,

VDT(visual display terminal)作 業が増加している.こ れに伴い,長 時間のVDT作 業 による眼

の疲れ,視 力低下,ド ライアイ,肩 ・腕 ・腰の痛み,精 神疲労などのテクノス トレスが,社 会的

問題 となっている.こ のようなテクノス トレスの緩和 ・回復効果を期待 して,オ フィスな どの室

内に植物 を配置することが 一般的になってお り,そ の効果に関する研究 も行われている1),2),3).

本研究では,観 葉植物を見 ることがVDT作 業に伴 う視覚疲労に及ぼす影響について,3通 り
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の実験を行 った.実 験(1)では,VDT作 業中に観葉植物 を見 ることによる視覚疲労の緩和につい

て検討 した.実 験(2)では,VDT作 業後 に観葉植物 を見 ることによる視覚疲労の回復 について検

討した.実 験(3)では,観 葉植物の種類の違いによる視覚疲労の緩和 ・回復効果の違いについて検

討した.

ここで,視 覚疲労は,労 働科学の分野における疲労度の測定や眼科臨床における視機能の測定

などによ く用いられている,フ リッカー値(critical flicker fusion frequency: CFF)4),5)に より評

価 した.CFFと は,点 滅する光が連続 した光に見 えるかちらついた光に見えるかの境 目の周波

数の ことで,高 等な精神作用をつかさどる大脳新皮質の活動状態 と密接に関係し,頭 がボケてい

る時は低 く,冴 えている時は高 くなることが知られている.

なお,植 物 を見ることがVDT作 業 に伴 う視覚疲労に及 ぼす影響については,近 藤 ・鳥山3)の

実験があり,植 物を見 ることによって視覚疲労が緩和,回 復されたとしている.し か し,こ の実

験では,VDT作 業,刺 激,CFFの 測定がすべて異なった部屋(場所)で 行われてお り,こ の点は

問題であると考えられる.CFFは,身 体の運動 により高進 されたり,周 囲の明 るさの変化 によ

り大 きく影響 を受 けることが分かってお り,実 験計画 を立 てる場合 には,実 験の手順 自体 が

CFFに 及ぼす影響 をできるだけ小さくすることが重要である.そ こで,本 研究では,VDT作 業,

刺激,CFFの 測定 をすべて同じ部屋で行い,被 験者の身体の運動 を少な くし,周 囲の明るさの

変化を小さ くして実験 を行った.

実 験 方 法

実験は,1994年1月 ～3月 に,愛 媛大学農学部の教官実験室(窓:北 側)で 行 った.被 験者 は,

愛媛大学農学部の学生で,各 実験 とも4人 とした.CFFの 測定は,フ リッカー値測定器(竹 井機

器工業(株):II型)を 用いて,上 昇法による融合点を判定す る測定を5回 行い,平 均値 をCFFと

した.VDT作 業 は,マ ウスだけを用いるパ ソコン作業 とした.本 実験では,植 物を見ているこ

とを刺激 と定義 したが,植 物を見ていないことも刺激の1つ(無 刺激)と して扱うこととした.刺

激 を与えている時は,被 験者にはVDT作 業を行わせていない.

ここで,CFFは 作業条件や生活環境の変化 によって影響 を受けやすいことから,本 実験では,

以下の点に注意して実験 を行った。

(1)　 VDT作 業,刺 激,CFFの 測定 は,す べて同じ部屋で行 った。

(2)　 室内のグレア感,照 度分布,照 度変化を小さ くするために,ブ ラインドを閉め,照 明器

具 を用いて机上照度を300～6001xと した.

(3)　 室内の温度,湿 度を調節 し,被 験者の温熱快適感がほぼ一定になるようにした.

(4)　 実験開始時刻 は各実験 ごとに同一 とした.

(5)　 被験者には実験開始30分 前 までに食事を終えてもらった.

(6)　 被験者には実験開始10分 前に着席 してもらった.

(7)　 実験前に被験者の体調 を申告させた.

(8)　 被験者に実験環境やCFFの 測定に慣れてもらうために,実 験(1)～(3)と同 じ手1頂の実験

を事前に行った.

1.　実 験(1)

図1に 実験手順を示す.刺 激は,植 物を見ている刺激 と無刺激の計2種 類 とした.植 物 は,カ
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図1　 実験手順(実験(1))

Fig.1Processofexperi-

ment(1).

図2　 実験手順(実 験(2))

Fig.2Processofexperi-

ment(2).

図3　 実験手順(実 験(3))

Fig.3Processofexperi-

ment(3).

ポ ツク(Scheffleraarboricola"HongKong"),マ ッサ ンギアナ(Dracaenafragrans"Massan-

geana"),ゴ ー ル ドク レス ト(Cupressusmacrocarpa``GoldCrest")の3種 類 を組 み合 わせ て用 い

た.合 計180分 間 のVDT作 業 中 に30分 毎 に5分 間 の刺 激 を与 え,VDT作 業 中 の刺 激 に よ る

CFFの 変 動率 を求 めた.

2.　実 験(2)

図2に 実験手順 を示す.刺 激 は,実 験(1)と 同 様 で,植 物 を見 てい る刺激 と無刺激 の計2種 類 と

し,植 物 はカポ ック,マ ッサ ンギ アナ,ゴ ール ドク レス トの3種 類 を組 み合 わせ て用 いた.120

分 間 のVDT作 業 後 に,合 計60分 間 の刺激 を与 え,VDT作 業 後 の刺激 に よるCFFの 変 動率 を

求 めた.

3.　実 験(3)

図3に 実験手順 を示す.刺 激 は,カ ポ ック,マ ッサ ンギ アナ,ゴ ール ドク レス トの3種 類 をそ

れ ぞれ見 てい る刺 激 と無 刺激 の計4種 類 とした.VDT作 業 は90分 間,刺 激 は5分 間 とし,刺

激 の違 い によるCFFの 変 動率 を求 めた.

実 験結 果 お よ び考 察

1.　実 験(1)

図4に,180分 間 のVDT作 業 中の刺激 によるCFFの 変 動 率 を示 す.

まず,全 般的 にみて,植 物 を見 て い る刺激 の場合 の方 が,無 刺激 の場 合 よ りCFFは 高 く経過

した.

被 験者A,Dは,無 刺激 の場合 はCFFが 低 下 した の に対 して,植 物 を見 て い る刺激 の場 合 は,

CFFは ほ とん ど低下せ ず,作 業終 了時 にはそれぞれ0.6%,2.0%高 進 してい る.特 に,被 験 者

Aに ついて は,植 物 を見 てい る刺激 の場 合 と無 刺激 の場合 のCFFの 差 が大 き く,作 業 終了 時 に
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は9.3%で あった.

被験者Cに ついては,植 物を見ている刺激の場合 のCFFは,作 業開始60分 後には無刺激 の

場合 より低 くなっているが,そ の後,高 進に転 じ,作 業終了時には無刺激の場合 より4.7%高 く

図4　 VDT作 業中のCFFの 変動率

Fig.4 Ratio of change in CFF during VDT operation.

図5　 VDT作 業後のCFFの 変動率

Fig.5 Ratio of change in CFF after VDT operation.
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なっていた.な お,作 業開始30分 後に一時的にCFFが 高進 しているが,こ れは,初 期高進 と

して知 られている現象5)と考えられ る.

2.　実 験(2)

図5に,120分 間のVDT作 業後の60分 間の刺激 によるCFFの 変動率を示す.

植物 を見ている刺激の場合,被 験者Aを 除 く3被 験者のCFFは,高 進 している.特 に,被 験

者B,DのCFFは,60分 間の刺激後 にはそれぞれ4.6%,3.6%も 高進 している.一 方,無 刺

激の場合は,被 験者Aを 除 く3被 験者のCFFは 低 いままで,VDT作 業が終了してか ら60分

後でも回復の傾向がみられない.

3.　実 験(3)

表1に,4種 類の刺激 によるCFFの 変動率を示す.

4被 験者のCFFの 平均は,カ ポック,ゴ ール ドクレス トを見ている刺激の場合は,そ れぞれ

2.7%,3.1%の 低下であったが,マ ッサンギアナを見ている刺激の場合 は0.6%高 進 していた.

無刺激の場合 は,6.0%の 低下で,マ ッサンギアナ との差は6.6%も あった.マ ッサンギアナを

見ている刺激の場合,被 験者間のCFFの 変動率の差 も小 さい.こ れ らのデータからは,マ ッサ

ンギアナを見ている刺激が,CFFの 低下防止 に効果が大 きいことが分かる.

ま と め

本研究では,観 葉植物 を見ることがVDT作 業に伴う視覚疲労に及ぼす影響について,視 覚疲

労の評価にCFFを 用いて,3通 りの実験 により検討した.そ の結果,実 験(1)より,VDT作 業中

に植物 を見ることによって,視 覚疲労が緩和されることが分かった.実 験(2)より,VDT作 業後

に植物 を見ることによって,視 覚疲労が回復することが分かった.実 験(3)より,視 覚疲労の緩

和 ・回復効果は,マ ッサ ンギアナが最 も大きいことが分かった.

実験(3)で,植 物の種類の違いによって視覚疲労の緩和 ・回復効果に差がみ られた理由 として,

植物の葉の色,模 様,形 などが考えられるが,こ のことは今後の課題 としたい.

謝 辞:本 研究を行 うにあたって,愛 媛大学農学部生産環境制御工学研究室卒論生脇岡健次

君(現在,潮 冷熱(株))の 協力を得た.こ こに謝意を表する.ま た,本 研究 を行 うにあたって多 く

のご助言を賜 った,愛 媛大学農学部の鶴崎 孝教授,疋 田慶夫博士に感謝の意 を表する.さ らに,

表1　 観葉植物の種類の違いとCFFの 変動率

Table 1 Relationship between kinds of ornamental foliage plants 

and ratio of change in CFF.
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